Study on safety and health of wheelchair user at VDT work. by 垰田 和史 et al.
車椅子使用障害者のVDT作業に関する労働衛生的検
討





















































































































































































(n=36) (n=ll) (n=15) 
36 31 39 


















































全体で 16人 (44%) が車椅子を利用していた。
健康状態について、脊髄損傷者では、 15人中 6人が樗癒、 7人が頚肩腕部
の痛みやこり、 4人が排尿障害を訴えていた。脳性麻痩擢患者(平均年齢















(n=30) (n=18) (n=12) 
就労日数日/週 4.8 4.6 5.0 
(範囲) (2-6) (2-5.5) (3-6) 
就労時間時間/日 7 6.2 8.3 
(範囲) (2-15) (2-10) (6-15) 
仕事による疲労
苦にならない 11 7 4 
少し 疲れる 13 8 5 









































症状の聴取と、表面筋電図 (RMSPreamplifier Unit & DR-C2， TEAC Co.， 
Ltd.) と座圧分布 (BIG-MAT.NITTA Co.. Ltd.)を測定し、分析評価した。
3-2 結果






























































































73 cm 68cm 
キャスターロックなし 車輪ロック付き
いつも椅子から落ちそうな不安感 安定した座位による安心感
実効筋電図 主ー郡償帽月号----------一一賓_~ _ ~~ _t'~ _ _ _ _ _ ti::~?_ J:!'{ _ _ _ _ 一一一賓_:_~_~.Y_一一左三-坦_I:J.Y_一
平均値 -}"-郡僧骨月号-一ー一一--一一賓_~_~~_t'~_____一一一一一一一一一一一一斉_:_L~_~.Y一一-
(安定した 脊柱起立筋群
20秒間) Tり11-12一一一一一一芳一:_~ ] _ J:!'{_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 一一一一一一一一方一:三空 _t'~一一一一一一
L2-3 右: 7μV 左:70μV 右: 8μV 左:37μV 
数分おきに 平均総荷重 ~?_ -~~-------------------------------------~?-~~ 
3回測定した最夫座:JI-平均-値 ?X_~~Hg_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  _ _ __l?_~_~切Hg:
座圧分布 位置 -①左大腿下の椅子前端部 ①②③左挫骨結節で変化なし
(①@渇) 時②右大腿下の椅子前端部
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氏名 性別 1.男 2.女 生年月 19 
住所(市町村)
易体障害手帳 1.有( 等級) 2.無








1.頭部 2.頚部 3.体幹-脊椎 4.右腕 5.左腕 6.腰部-股関節 7.右足 8左足
上記項目で答えにくければ下にお書き下さい。
障害が起きた年齢 1.生まれつき 2. 歳 3.不明
障害の原因
1.交通事故 2.労働災害 3.その他の事故 4.中毒 5.感染症(伝染病)
6.その他の疾患 7.出生時の損傷 8.先天的 9.その他 10.不明
【身体状況】
(1 )現在の健康状態 1.おおむね良好 2.基礎障害に関連した病気(期間 ) 
3.基礎障害と別の病気(期間 〉
(2)日常生活能力 (A0 L) 1.低下していなし¥ 2.低下している
2と答えた方ヘ AD しが最良の年齢 歳くらい
ADL値下が始まった年齢 歳くらい





2または 3と答えた方へ いっ頃から? 年前くらい
(5)身体部位別の痛みなどの有無〔しびれには口、三t2にはO、盛互まにはム、複数回答司]







(1 )寝返りをする 1.自分1人でできる 2.補朗具があれば自分でできる 3.介闘が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?
3と答えた方ヘ 介助者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他
(2)座っていられる 1.自分 1人でできる 2.補朗具があれば自分でできる 3.介助が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?
3と答えた方ヘ 介朗者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他
(3)座る 1.自分 1人でできる 2.補朗具があれば自分でできる 3.介助が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?
3と答えた万ヘ 介朗者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他
(4)立っていられる 1.自分1人でできる 2.補助具があれば自分でできる 3.介助が必要
2と答えた方ヘ どんな補朗具ですか?
3と答えた方ヘ 介助者はどなだ? 1，家族( __) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6:その他
(5)立ち上がる 1.自分 1人でできる 2.補朗具があれば自分でできる 3.介朗が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?
3と答えだ方ヘ 介助者はどなた? 1.家族( __) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他
(6)衣服着脱 1.自分 1人でできる 2.補助具があれば自分でできる 3.介助が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?
3と答えた方ヘ 介助者はどなだ? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人-知人 5.ボランテイア 6.その他
(7)食事 1.自分 1人でできる 2.補朗具があれば自分でできる 3.介助が必要
2と答えた方ヘ どんな補朗具ですか?
3と答えた方ヘ 介助者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他
(8)排池 1.自分 1人でできる 2.補助具があれば自分でできる 3.介助が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?
3と答えた方ヘ 介助者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他
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(9)入浴 1.自分 1人でできる 2.補助具があれば自分でできる 3.介朗が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?
3と答え疋方ヘ 介助者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他。ω炊事 1.自分1人でできる 2.補朗具があれば自分でできる 3.介助が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?
3と答えた方ヘ 介朗者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他
付1)洗濯 1.自分 1人でできる 2.補助具があれば自分でできる 3.介助が必要
2と答えた方ヘ どんな補朗具ですか?
3と答えた方ヘ 介朗者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘル1'¥-
4.隣人・知人 5.ボランテイア 6.その他
悩屋内移動 1.自分1人でできる 2.補助具があれば自分でできる 3.介朗が必要
2と答えた方ヘ どんな補朗具ですか?
3と答えだ方ヘ 介助者はどなた? 1.家族( ) 2.親戚 3.ヘルパ-
4.隣人-知人 5.ボランテイア 6.その他
(13)外出 1.自分1人でできる 2.補助具があれば自分でできる 3.介闘が必要
2と答えた方ヘ どんな補助具ですか?










(1 )最終学校教育 1.中学校 2.高等学校 3.大学
(2)その他就職するまでの教育 1.あり 2.なし
1と答えた方ヘ どんな教育・学校ですか?
(3)就労 1.共同作業所 2.一般企業 3.個人事業 4.その他 5.不就労
就労先名
(4)職種・作業内容[括弧の中に具体的内容をお書き下さい]
1.軽作業( ) 2.創作・製造( - ----) 





















(4)食欲は? 1.ある 2.あるときとないときが同じくらいある 3.いっちあまりない
(5)余暇・休日の過ごし方はどのようにお過ごしですか?
(6)定期的な健康診断の受診 1.地域様診 2.職場様診 3.個人受診
4.その他( ) 5.受けていない
(7)医療機関との関わり 1.定期受診 2.障害に関わって不定期 3.他のけが病気の時のみ
(8) 主治医や安I~\して受診できる医療機関 1.ある 2.ない




















































































いつも 時々 めったに いつも 時々 めったに






















肢 しびれる 。 。
ひえる 。 。
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